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南極における赤外分光観測
深 堀 正 志
近 年,大 気 中 の.:酸化 炭 素濃 度 の増 加 に伴 い,そ の 温
室 効 果 に よる 将 来 の地 球 の 温暖 化 が 懸念 され て い る.ま
た フ レオ ン等 の濃 度 増 加 に よ り,成 層 圏 オ ゾ ン層 の 破 壊
が 危 惧 され て い る.こ の よ うに 人 間活 動 に よ り生 成 され
る物 質 が,我 々 を取 り囲 む環 境 を変 化 させ るLJr能性 が 指
摘 され て い る.1酸 化 炭素,・ 酸 化1二窒 素.メ タ ン及 び
フ レ オ ン等 は,大 気 中 に極 くわ ず か しか 含 まれ て い な い
が,こ れ らの 成 分の 強 い温 室 効 果や 光解 離.した物 質 の オ
ゾ ン との 光化 学 反応 の ため に,/月後 の 気 候 変 化 や 環境 変
化 に 大 き く関'」・す る物 質 と な って い る.将 来の 気 候 変 化
や環 境 変化 をf捌 す る ヒで,現 在 のnv　':ll成分 の存 在;ll二や
地 球 的 規 模 で の 時 間 的,空 間rl勺変動 を1ピ確 に把 握 す る こ
とは 不[rl.欠な問 題 と な っ てい る.こ の た め に 人為 的 汚 染
源 の 少 な い 南 極 で,微II減 分 の 鉛 直 気 柱 娃の 測1定の た め
に 赤 外 分 光法 に よ る観 測 がii'i.画され た.赤 外 分 光法 に よ
る 微 量成 分 の 測 ンヒに お い て は,水 蒸 気 に よ る吸 収 が 定 ㍑
化 の 梢 度 を低|・'させ る 原 因 とな るが,水 蒸 気 の 少 ない 南
極 は観 測 に 極 め て 適 して い る,ま た低 い 大 陽 高 度 で そ の
変化 の少 な い時 期 に は,ノく気 路 程 を 長 く とる こ とが 出 来,
微1`;.成分 の 定Ill市1}度を向 ヒ出 来る利 点 が あ る.
昭 和 基地 に お け る 赤 外 分 光観 測 は,南 極 中層 人 気 の総
合観 測 の.・環 と して 、 牧野 そ」邨 氏 「第2・1次1;豹と塩 原 国
資氏(第25次 「:豹に よ り実 施 された.さ ら に 第27次隊 で.
筆 者が 観 測 を 行 な っ た.観 測 は晴 天 日 に 行 な わ れ る.観
測 棟 屋 ヒにrl2置され た ノく陽 追 尾 装 置t"」:真中 央[}「Pで太
陽 光 を室 内 へ 導 入 し,分 光光 度 計 で 太 陽 スペ ク トル を観
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測する.使用 した分光光度計はフーリエ変換型赤外分光
光度計で,マ イケルソン干渉計とデータ処理及び干渉計
の制御のための ミニコンピューターから構成されている.
干渉計で太陽光を二光束に分割 し干渉させ,そ の干渉波
形(イ ンターフェログラム)を検知器で検出する.イ ン
ターフェログラムをフーリエ変換するとスペクトルが得
られる.干渉計の部分は機械的振動に極めて弱く,装置
の輸送.運 搬には細心の注意が払われた.
赤外分光法による微量成分の観測は.南 極点のアムン
ゼン ・スコット基地において,ア メリカのデンバー大学
のグループが1980年12月に非常に高い分解能の太陽スペ
クトルを観測 した例がある.彼等の観測は夏季の短期間
のものである,基地に越冬 し一年を通しての観測は,日
本隊が初めてのことである。牧野 ・塩原両氏は分解能
1.Oorn-1{㎝一1:波数の単位.波 数は波長の逆数)の観
測に主眼を置 き,非常に多数の太陽スペクトルを観測し,
南極大気中の微量成分概要は次第に明らかにされつつあ
る.27次隊では,微量成分の定量精度をさらに向上させ
る ため に,使 用 した分 光光 度 計 の最 高 の分解 能
(0.1250m-1)とそれに次 ぐ分解能(0.25㎝一1)での観
測を中心 に行なった.昭和基地での観測に適した晴天B
数は.平 均すると月に5日 程度であった.　SN比の高い
スペク トルを得るための観測時間は,分 解能1.Oon-1,
0.25cm-1,0.125cm-1に対しそれぞれ約5分,30分,60
分であった.高分解能スペクトルを取得する際,長時間
の観測時間が問題となった.観 測中は大気が安定してい
ること,そ して太陽高度の変化が小さい太陽北中時付近
に観測時間を絞ることにより,吸収物質量の定量誤差を
減少 させた.今 後微量成分の鉛直分布やより高精度の定
量化 を行なうためには,耐振動型で高分解能を実現出来
る干渉計と演算速度の高速なコンピューターから構成さ
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れた分光光度計の導入が望まれる.
1986年9月5日に得られた分解能0,125㎝一1の太陽ス
ペ ク トルの一例 を図に示す.ス ペク トル は700em-]
(14.3μm)から1300crn-1(7.7μm)までの領域で,較
正前のものであり,縦軸は相対的な出力強度を表 してい
る.この波長域には,水 蒸気の強い吸収線と比較的重畳
していない二酸化炭素(900～990㎝一1),一酸化二窒素
(1140～1200cm-1),メタン(1200～1240㎝一1),オゾン
〈960～1220cm-1),フレオン12(～921㎝一1),フレオン
11(～847㎝－L)の各吸収帯が見られる,こ の微量成分
による吸収量と理論的に計算される吸収量を比較 し微量
成分の量を決定する,
実際に観測は他隊員の支援無 しには遂行出来なかった.
赤外分光装置は大容量で重量物の精密機器が多く,観測
棟への装置運搬,開 梱並びに棟内への搬入,設置等の作
業には,多 くの人々の協力を受け観測に入ることが出来
た.前次隊との越冬交代終了後装置の組み立てを開始 し,
2月下旬から予備観測を行い,　SN比の高い高分解能ス
ペクトルを取得するための最良の測定条件の選択 を行な
った,高 分解能スペクトルを計算するためのフーリエ変
換に約2時 間を要 し,観測開始からスペクトルの質の良
否を決定するまでに約4時 間かかった.このために一日
にチェック可能なスペクトルは.せいぜい2～3個であっ
た.また昭和基地の3,4月 は年間でも晴天日が少ない
ことも,測定条件の選択にかなりの時間を費やす原因と
なった.観 測を終えた後1週 間から10日間曇天の日が続
き,曇 り空を恨めしく思いながら次の晴天日を待った.
観測初期,数 少ない観 則日に取得したスペク トルは質が
悪いことが多 く,スペクトルの改善のため試行錯誤の観
測を行った.当時は一日中観測のことばかり考え,観測
棟から居住棟へ戻る際,他 の隊員の長靴 をはいてきても
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全く気が付かない時が2.3回 あったことを思い出す.
北中時の太陽高度も低くなり極夜前の観測終了が近づい
た頃,質 の高い高分解能スペク トルが観測され,よ うや
く多少の安心感が持てるようになった.極 夜明け以後は
天候に恵まれ,多 くの観測日にスペク トルを取得出来た.
12月,装置の解体,梱包 を終えて観測棟前に積 まれた梱
包の山をながめ,メ ーカーでの機器の トレーニングや極
地研での機器調整時装置の不具合が見つかったこと等々,
様々なことが思い出された.
(筆者:気 象研究所物理気象研究部研究官.
第27次越冬隊則
南極観測隊便 り
一 第28次越冬隊の近況一
昭和基地
例年になく好天が続いておりT7月13日に待望の太陽
を晴天の中で迎えた後,S16からの車両回収,方 向探知
機の方位角校正,ラ ングホプデへの地震計設置,画 才ン
グル宙空施設の保守,航空機オペレーション等の野外作
業が順1調に実施 されている.穏 やかな天候のせいで,行
動が予定の日程で終ってしまい.出先で2～3R合 理的
休暇が与えられはせぬかと夢見る隊員も多いが,現 実は
厳 しく,澄みわたったi予空の下,つ かの間の保養先?を
振 り返 りつつ昭和基地へ帰って来る.こ うした現象もあ
る意味では極地の生活感覚を体得 した余裕とも言えるだ
ろう.また基地内での気象観測,電 離層観測,オ ーロラ
観測等 も順調に行なわれている.設営部門も8月下旬に
出発予定のみずほ旅行の為の車両整備,携 行食糧の準備
や発電施設の点検など多忙 な日々を過ごしている.7月
20日,南極大学では,約2か月の講義朝川を終え,29名の
卒業生を送 り出し,その夜は謝恩会と称 して酒宴が盛大
に催された.隊員達の大きな関心事に,オ ーロラと食事
があるが,28次隊はオーロラとの対面に恵 まれておらず,
白色で平凡なものがせいぜいで,写真撮影の熱 も少 し冷
め気味である.29日未明には今期一番の華麗な舞姫が現
われたものの,午 前4時 ということで.夜 勤者を喜ばせ
たにすぎなかった.食 事では,生野菜を思いきり食べた
いというのが共通した願いであるが,現 実は貝割れ大根
ともやし位しかない.先 日20cm足らずの胡瓜が1本実 り,
食卓に披露されたが,一 人当り2㎜のスライス2枚.そ
れを光にかざす者,匂 いを嗅 ぐ者,口 に入れてもう一度
出 して見つめる者など珍妙'な光景が見られたが,他 人に
譲った者はいなかった.また料理同好会があり調理隊員
を休 ませてあげようと何度か調理代行をしている,
あすか観測拠点
7月23日,待望の初 日の出を63口ぶりに迎えた,月 末
には北側の窓から太陽光がわずかに差 し込むようにな り,
基地は急速に躍動感にあふれつつある.月 後半の天候は,
日平均風速が10～20M/Sの日が多く,風は相変わらず
強い傾向にあったが,地吹雪の発生は少なく,日平均気
温も一25℃一 一30℃であり,比 較的平穏に経過 した.
観測関係では,地震計センサーの設置作業が着々と進展
している他、気象百葉箱の底上げ,オ ーロラ活動の活発
化に伴う光学観測の精力的実施などが 目立った,設営関
係では,発電棟内の床面コーキング,各 種配管類防錆処
理など発電棟内整備イ乍業を中心に活動 し,雪洞拡幅工事
も継続的に実施されている.生活面では南極大学の後期
講座が7月2B～10日に実施された他,七 夕歌会や南極
大学卒業式,謝 恩会,サ ンライズ祝賀会などの催 しもの
を楽 しんだ,あすかファミリーは.一致団結 して七一ルロ
ンの山々を眺めながら今日も布閲している.
第29次南極地域観測隊員等決まる
今秋11月14日に出発する第29次南極地域観測隊52名
〔越冬隊37名,夏隣15名)のうち既に決定 している隊長,
両副隊長を除く49名の隊員が,6月25Hに開催された南
極地域総合推進本部総会で決 まった.
併せて,外国共同観測派遣者3名 のうち2名が決まっ
た,ま た,第29次観測隊への同行者5名 の決定をみた.
第29次観測隊1よ昭和基地,み ずほ基地周辺においては.
「南極地域における気候変動に関する総合研究計画」(5
年計画2年 次)の 一.一環として雲量 ・雲水量の変動を観測
するなど,大気状態の年々変動や,海 氷一 大気の相互
作用等の観測 を行う.ま た 「陸.ヒ生態系構造の研究」
(4年計画2年 次)の.環 として雪鳥沢を中心 とした生
物群集の動態や画才ングル島植物群落の調査を行う.
.一方.あすか観測拠点周辺においては,「東 クイーン
モー ドランド地域の雪氷 ・地学研究計画」(7年計画7
年次)の一環として七一ルロンダーネ山地地域で開荷探
査等を行う.更 に,海域では,「南大洋の地学研究調査」
(5年計画1年 次)を 開始する.こ のため,観 測船 「し
らせ」の帰路のコースがシドニー(オ ーストラリア)経
由に変更される,
設営関係では,昭和基地の上空を通過するいろいろな
人工衛生から送られてくる観測データを現地で受信する
ため,今次隊では,パ ラボラアンテナの土台をつ くり.
衛生受信棟の建設を行う.
第29次観測隊の夏期訓練
第29次南極地域観測隊の夏期総合訓練はT渡 辺隊長以
下51名の隊員が参加 し,6月26日から30日まで文部省菅
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夏 期
噛1乏高原体育研究場で行われた.
この総合訓練は,「匂極に関する種々の溝義,訓練を行
い,ま た団体生活を通 して隊員梱り:の意志疎通と協力体
制の確 ・7を図ることを日的 として〒1.われた.隊 員は,日
程の前前トで談義,夜 の分科会,全体公義にと熱心にll〈り
組み,後 後トでは,輸送物資固練のためのラ ノシング訓練,
体育訓練、消火、Jll練などに汗を流 した.虹 に昨年,・ 昨
年にdlき続 き今年も東京ali防庁救急隊の協力をt・1;,て.リ
サ シアネ人形を用いての救急蘇生法,止 血.法,骨折,捻
挫の際の固定法,簡 易担架作製法と患者.の収容方法など
の訓練を受けた.
第14回南極 条 約 協 議 会 議 の た めの 準 備 会 議
及 び 第10回南 極 鉱 物 資 源特 別 協 議 会 議
吉 田 栄 夫
標 記 の 会議 が そ れぞ れ,昭 和62年5月4日 ～8日 リオ
デ ジ ャ ネ イロで.5月11日 一20[1モンテ ビデ オ で 開催 さ
れ た,筆 者は,前 者の 会議 に在 ウ ル グ ァ イノ{使館 秋 本 公
f吏.タト務 物干斗どγ:ll果人|人1.1i:務'「「,文;}IS字1[玉111r,!"7:tiltトi'ili';"Hll詮
」41じぼ と,f豪者:こタト務 省[司」史居村.川参 層i;V:'.日「自1手:↓学㍉1里長,
大 内事 務 官,国 際 協定 課 佐 藤∫1:務官,資 源 エ ネ ルギ ー 庁
山崎 海 洋 開 発室 資 」京班 長.石 油 公団 豊 田調 査役,そ れ に
浮 田 監 理 官 と出ll9!した の で,そ の概 要 を 報 告す る,
1.第14回 協 議 会 議準 備 会 議
こ の 会 議 の 主 な 日的 は,昭 和62年10月に 予定 さ れて い
る第14回南 極 条 約 協 議 ≦ヤ議 で 討 議 され るべ き仮 議 題 を審
議 して,こ れ を決 定 す る こ とで あ り,こ れ に付 随 す る問
題 を整 理 す る こ とで あ る,5日 間にCllる討 議 の結 課,当
初示 さ れ た 実 質 的 な 議 題 一南 極 条#,E)シス テ ム の 運 用 一
「前項 に 関 す る 報;}「」 「協 議 会議 文II}:の公 開」 「南 極 環 境
へ の 人 の 影 響 」 「科 学 的 関'L・地 区 及 び特 別 保1、隻地 域」 「観
光 と非 政府 探 検 の影 響 」 一雨 桓ミ資 源:鉱 物 探 査開発 問 題 呼
続 き問 題 のみ)」 のほ か に、 「準 備 会議 で仮 採 択 され たr続
,」]|練
規則 改[}1問題」 「「阜i柚{気象 と電 気通 信 」 「歴[£的地 点 と記念
碑」 「南極 にお け る航 空 安 全」 「南 ノく洋 の航 行 への 海 洋 水文
気 象サ ー ビ スの 国際 シ ステ ム」 「南極.条約 第7条 ドの 査察
:情報交換.と い った項 目が加 え られ た.
と くに 問 題 に な っ た のは,t"」11S回協 議 会 議 の 勧1ii'に関
連 して.オ ブザ ー バ ー を招 請 す るた め にr続 き規 則 を改
II二す るこ とで,.1眞・甕を 旨 とす る 国 ぐ に と積 極性 をiモ張 す
る国 ぐに との閻 で意 見 の違 いが あ っ た.ま た,南 極 条約
運 用 の 中 で の 層ド務 局 設 置:問題 で も,同 様 の 対 立 が あ った.
環 境 問 題 も 大 きな 課 題で.第B[11」の と き と同 様Ilrび環
境 ア セ ス メ ン トや[莚棄 物処 理 な と多 くの こ とが 本会 議 で
取 り ヒげ られ よ う.さ らに,こ の会 議 で イタ リア と 東 ド
イツ が実 質 的 な 南 極 観 測 を1.fってい る と して,次 回 に協
議地 位 を 与.える よ う`要請 す る こ とを.、1明した.こ れ が 受
入 れ られ れ は.協議 国 は20v"国に 達す る こ とに な る,
2,第10回 南極 鉱物 資 源特 別 協 議 会 議
昭 和61年秋 の 東京 ≦ミ議 に続 い て行 わi,した この 会議 は.
東京 会議 の 直 前 に出 され た 議 長 ビー ヒー氏 の,r赫赫 鉱物
資 源 レジ ー ム第4次 案 を中心 に,t'1.席代 表 会議,法 律部
会,探 査 ・開発 部会,そ れ に さ らに 小 グル ー プ の 会 合 と
い う形 で のli・1.議として 行 われ た.通 常 は 休 み とな る.L曜
日 と ウ ル グ ァ イの国 家 的 祝 月 に も.平 日 と同様 の 。」.議を
行 い.最 終 的 な結 論 へEII・く到 達 す るた め の 努 力 が払 われ
た,精 力 的 な 会議 で あ っ た とい え よ う,
首席 代 表 会 議 で は,・E要課 題 と され て い る い くつ かの
問 題 が 収i:げ'られ た が.そ の う ち最 も長 時 間 の 討 議 が行
われ たの は,い わ ゆ る 規 制委 員 会の 構 成 問 題 で,わ が 国
は この 問 題 に 対 して 極 め て積 極 的 な提 案 を行 い,今 後 の
討議 の 大 きな 足 が が りを 築い た よ うで あ る.法 律 部 会で
は,損 害 賠 償L`〔任 の 「{ll題が,各 国 と も亜:要な課 題 で あ る
と して1瀧論 の 焦 点 とな った,南 極環 境 の 破 壊 に対「して,
厳 し く1'i'任を問 うこ とで は 各 国 の 意 見 は ほ ぽ.・致 してい
る が.「 「醐1環 境 」 や そ れへ の 「損 害 」 を ど う建 議 す る
－
?
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か,あ るいは,事業を行った企業体とそれをスポンサー
する国とで,ど のような責任をもつのかなど意見は必ず
しも一致しておらず,レ ジーム(あ るいは条約)の 中に
どの程度まで規定しておくかも問題の一つであった.
探査 ・開発部会では,規 制委員会,諮 問(科学)委 員
会,主 委員会間の権限配分や,調 査 ・探査で得たデータ
の公開問題が議論の分れるところであった.こ のほか小
グループでは難問の適用地域や財政問題が議された,
以上のような論議の後,領 土権主張国と非主張国(米
ソはさらに別と考えることもできよう〉,先進国と発展
途上国,東 と西など複雑な対立の中で まだ多 くの意見の
違いがあるものの,明 年1988年の前半には,南極鉱物資
源条約へ到達するための最終会議を開 くことがこの会議
で合意された.こ れからこの意見の違いをどう埋めるの
ト ●
・難・・課題… れて・観 ともか・・鵬 ・・
スケジュールが示されたことは歓迎すべきであろう.
(筆者:国 立極地研究所地学研究部門教授)
北極圏における氷河堀削
藤 井 理 行
1987年の5月 および6月 に,ノ ルウェーとスピッツベ
ルゲン島で雪氷調査 を実施 した.氷河のボーリングを行
い,雪氷コアサンプルを得て,北極圏の氷に記録されて
いる過去の気候や環境の変化を研究することを,主たる
目的とした.地球規模の環境の変化は,極域で敏感に現
われると考えられているので,北 極圏の氷河コア研究は,
こうした課題には有効なのである,
この計画は,文部省の科学研究費による海外学術研究
「北極圏における氷河コアによる比較氷河観測」(研究代
表者,渡 辺興亜極地研教授)で,北 極圏の現地調査を3
回実施する延6ヶ 年の計画である.第1年 度 としての今の 年の計画には,北 海道大学,新潟大学,京都大学,長 岡高
専などから研究者が参加 し,共同研究チームを構成 した.
最初の調査地点は,ノ ルウェー南部.北緯62度にある
ヨステダル氷河の頂部である.最終氷期,ヨ ーロッパ北
部を被ったスカンジナビア氷床のなれのはてのような氷
原状の氷河であるが,ヨ ーロッパ本土では最も面積の大
きい氷河である.調査は,ノ ルウェー政府の水資源エネ
ルギー機構水資源局との共同研究として行われた,オ ス
ロから調査地点 までは,車,ヘ リコプター,ス ノーモー
ビルを使っての輸送であったが,こ の全てをノルウェー
側が担ってくれ,日本を出て1週 間目の5月2日 には,
氷河の上での生活を始めることができた.
氷河の掘削は,30mの深さで難関に直面した.掘削時
に ドリル本体の回転を防ぐため,ド リルにはアンチ トル
ク装置が付いているが,そ の装置が効かなくなったので
5
ある.2日 間,こ の トラブルに対 し考えられるいろいろ
な試みをした.ち ょうどそんな時,ノ ルウェー水資源局
の局長 と,その下の水文部の部長とが突然視察にやって
きた,濃霧の中を4㎞,ノ ルディックのスキーで登って
きたのである,最悪のタイミングであったが,彼 らは初
の国際共同調査,そ れもノルウェー初の氷河掘削の実現
に大いに満足 して くれた,
ここは豪雪地帯である.ノルウェー水資源局の調査で,
この冬の積雪量は8mで あった.キ ャンプを開始 してか
らも連日の降雪で,一 日に数時間は除雪作業を強いられ
た.下 山口が迫り,我々は再掘削を決断し,それも2交
代の徹夜体制で臨むこととした,慎 重に,し かも着実に
掘削は進んだ.30m深も今回は難なく突破 した.5月12
日,午前2時30分,掘削中に突然ワイヤーがゆるみ,か
つ通電 しなくなった.何 が起ったのか誰も想像できなか
った.こ ういう時は,直 ちに ドリルを上げてみることで
ある.上げてみて驚いたことに,ド リルからは氷が した
たっているのである.この後の調査で私達は,ド リルが
氷河を貫通し,その下の深さ1mの 破圧された池に達 し
たことが分った.ノ ルウェー側はさっそくこの池の水位
測定を開始 した,現場でのコア解析は,30m以深での多
数の汚れ層の存在,し かし,20m以深で一般に南極みず
ほ基地のコア並みの低い電気伝導度(化学的にきれいで
ある)を示すことなど,過去の環境変化を論ずる上で興
味ある結果を示 した.
第二の調査地点は,ス ピッツベルゲン北部,北 緯79度
の氷帽の頂部である.こ こは,降雪量が年間50㎝程で寒
冷な気候下にあ り,第一の調査地点とは対照的である,
ノルウェ極地研究所の協力を得て,全ては順調に経過 し,
85.6mの氷河底 まで1週 間で掘ることができた.現 場で
のコア解析は,さまざまな項目について,精力的に行われ
た.　pHの測定は,過 去!oe～200年の間の酸性化の傾向
を示 しているし,65m以深で多量に現われた氷づけの藻
類は,小氷期以前の温暖'dの存在 を示唆 しているし,40m
付近を境にして電三1云導度が太き.く変わるのは.規模の
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大きな環境の変化があったことを示すものかも知れない.
私達の活動は,2ヶ 月ほどと短期間にすぎなかったが,
ノルウェーの氷河研究者には,少 なからぬインパクトを
与えた.オ スロにもどってから,サ ンプルの共同解析の
希望や,ド リル装置の貸与と掘削指導の要請を受けたり,
将来の南極での共同研究計画などについても非公式に打
診された.こ うしたノルウェーとの将来の共同研究の話
も,今回の成果のひとつである.
(筆者:国 立極地研究所雪氷学研究部門助教授)
国立南極研究所長会議(MNAP)出席報告
松 田 達 郎
デ ンバ ー空 港 か ら車 で約40分で ボ ー ル ダー に着 く.ア
メ リカ 大 陸 の ほ ぼ 中 央,東 部 の 大 平 原 か ら ロ ッキ ー の 山
岳 地帯 へ 移 る そ の境 目の 山 麓 に あ る街 で あ った.街 の主
要 街路 に は ユ リ ノキ,プ ラ タナ スの 街 路 樹 が 大 き く成長
して い る,ユ リ ノキ は ア メ リ カが 本 場 だ か ら別 と して,
プ ラ タナ スの 木 の はだ は 日本 や 中国 にあ る もの とは 違 い,
ア メ リ カ もの で あ った,夜 に な る と必 ず と い って よい ほ
ど しゅ う雨 が あ る.ホ テ ルの 窓 下 にぬ れ る ボ ダ イ ジ ュの
花 は さ わや か で あ っ た.こ こ ボ ー ル ダ ー は草 原 地 帯 か ら
山岳 森 林 帯 へ の生 態 系 の うつ りか わ りの と ころ,そ して
気候 変 化 の多 い とこ ろ,そ して 又 ロ ッキ ー の雪 を なが め
られ る 眺望 の よ い と こ ろ,そ こ に 立 て られ た国 立 の 大 学
共 同利 用 大気 物 理 学 研 究所 が わ れ わ れ の 会 議場 で あ っ た.
標記 の 会 議 の前,6月8日 ～10日に 南 極研 究 科 学 委 員
会(SCAR)の 設 営 作 業 委 員 会(W.G.L.)が開 か れ た.
ア メ リ カNSFの フ ァ ウ ラ ー氏 寺 が お 世 話 役 で.オ ー ス
トラ リ アの プ リ ーゼ ル 氏 が 議 長 で あ る.ブ ラジ ル,ウ ル
グ ァ イ,イ ギ リ ス,南 ア フ リカ.中 国,ニ ュー ジ ー ラ ン
ド,フ ラ ン ス,ス ウ ェ ー デ ン,西 独,チ リ,日 本,ア ル
ゼ ンチ ン,ノ ル ウ ェ ー,イ タリ アの 計16ヶ国 が 出 席 した.
主 な 議 題 を 示 して み る.来 年 ホ バ ー トで 開 か れ る
SCAR大 会 の と きのW.G.L,にお い て リモ ー トセ ン シ ン
グ に 関 す る シ ンポ ジ ュ ー ム を 「南 極 作 業 へ の宇 宙,航 空
技 術 へ の応 用 」 とい う題 とす る こ と とか,極 地 技 術 や 機
器 に 関 す る展 示 会 を開催 す るこ と を きめ た.い つ も議 題
に な る 南極 基 地 間 で の 通 信,南 極 に お け る 廃棄 物 処 理 の
問 題,南 極 地 域 に お け る 非 政府 的活 動(NGA),航 空 活
動 の 安 全 問 題 な どが と り上 げ られ た.こ れ らにつ い て は
ひ きつ づ き11と12日に行 わ れた 南 極 計 画 マ ネー ジ ャー会
議(MNAP)で も討 議 され た.
も と も と国 の 南 極 研 究 所 長 会 議(NAPD:議 長:米
の ウ ィル ク ニ ス博 士)と して招 集 さ れ たが,国 に よ って
国 の 南 極研 究 活 動 を マ ネ ー ジ して い る責 任 者 が 組 織 上,
複 数 で あ っ た り して 異 論 続 出,こ の 会 議 の規 約 をつ くる
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のに活発なや りとりがあ り,最終案ができるのに・一日も
かかった.会の名称も国の南極観測計画,マ ネージャー
会議　(MNAP)　となった.次 の議題はSCAR,　W.G.L.
からひきつづいた南極における航空の安全の問題がとり
あげられた.続 く議題は非政府活動(NGA)で,近 年
その行動枠はひろく.観光船,旅 客機による観光から始
ってヨット等小型船舶でやって くるもの,小 型飛行機で
冒険的に飛んでくるもの等さまざまなものがある,観光
は道理にあったものとして認めるが,財 政的にも安全確
保の面においても他に迷惑をかけない自ウ1の運用が望ま
れる.と いっても観光客が米のパーマ基地には40日間に
1636名も来てお り,中国の長城基地には来訪者が過去2
年間で2000名にも達 したという.夏のもっとも忙 しい時
に観測行動 を邪魔されたようであった.これらについて
・・応として ・CAR…G.・で・過・・年…GA・ ●'
関するデータを集めるし,ひ きつづきこの会でも討議を
つづけてい くことになった.㌧
この会合 〔MNAP)　はSCARや南極条約会議の立場
を十分認めた上で.各国の全般的な観測計画や活動・作業
を管理する責任者が直接会って話合う場 と考えた.各 国
のもつ南極情報 を交換 し,特にこれから必要になるであ
ろう共同観測の組織化等を促進することが期待された.
両方の会議に出たのはほとんど同じメンバーであったが,
東欧国,インド,ベルギーなど出席せず,　MNAP会合に
はイギリス.西 ドイツも欠席 したのは残念であった.来
年はSCAR会議の前の週にホバー トで行われることを
きめて散会 した.(筆 者 二国立極地研究所長)
〉来 訪 者く
2月3日 　 Mr.　BATT,　N.　(オース トラ リア下 院 議 員)
蠕 撚b∫ 鱈.ス,,,。大,吏。 ●i"
員)
3月5日 金 永 植 〔Mr.　Kim　Young-Sik,韓国 科学 技
術院 東 京 連 絡 事 務 所 長)
3月18日　 Dr.　EVANS,　D.　(国立 海 洋 大気 局 研 究 員)
3月31日 ～4月2日 　 Dr.　LEE,　S.　(ミシ ガ ン コ.:科大 学
教授)
4月13日　 Dr,　LEITCH,　E.　(シドニー 大 学 上級 講 師)
5月14日～5日18日 　 Dr、　BHALLA,　S.　(イン ドア リ ガ
ル ・モ ス リム 大学 教授)
5月29日 ～6月1日 　 Dr.　LINDNER,　L.　(オラ ンダ 原
子 物 理 研 究 所 主任 研究 員)
6月2日 　 Dr.　HARKANTRA,　S.　(イン ドゴ ア 海洋 研
究 所 研 究 則
6月8日 一10日 第12回南 極 限 石 シン ポ ジ ウ ム 出席 者
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Dr.　ARNOLD,　J,　(カリ フtル ニ ア 大 学 サ ン
デ ィエ ゴ校 教 授)
Dr.　EUGSTER,　0,　(ベル ン大 学 理 学 部講 師)
Dr.　PRINZ,　M.　(アメ リカ 自然 史 博 物 館 研 究
員)
Dr.　KALLEMEYN,　G.　(カリ フ ォル ニ ア 大
学 ロサ ンゼ ル ス校 研 究 則
Dr.　KOEBERL,　C.　〔ウ ィー ン大 学 化 学 部 研
究 員)
Dr.　ANNEXSTAD,　J.　(ベミジ州 立 大 学 理 学
部 准 教 授)
Dr,　DANON,　J,　(ブラジ ル 国 立観 測 所 長)
Dr,　BEUKENS,　P.　(トロ ン ト大 学 放 射 線 セ
ン ター助 教 授)
Dr.　ZBIK,　M.　〔ワル シ ャワ 大学 地 質部 講 師,
日本 学 術 振 興 会 外 国 人研 究 者)
第45回運営協議員会議
2月27日(金)に 開 かれ,以 下 の 事項 が審 議 された.
1.教 官 人事 につ い て
2.第29次 南 極 地 域 観 測 実 施 計 画(案)に つ い て
3.昭 和62年度 共 同研 究 に つ い て
第18回評議員会議
4月24日(金)に開かれ,以 下の事項が審議 された.
1.研究組織について
2.昭和62年度予算について
3.研究所における研究活動について
4.南 極観測事業関係について
5.南極条約関係事項について
6.総 合研究大学院大学について
◇一一案 内一 ◇
観測隊月例報告(5～6月)
5月は4月 とはうって変わって穏やかな日が多く,月
日,昼の時間が短くなる中,野外調査やピラタス機によ
る種々の観測飛行が順調に行なわれた.又,生 活面でも
余暇を利用し.南極大学の開校,氷 上スポーツ大会等も
行なわれ充実した生活を送った.6月 に入り天候は再び
悪化 し2Hに はA級 ブリザードに見舞われ,そ の後も
強風の日が続いたため,基地週辺の海氷が流出し,オ ン
グル海峡は開水面となった。 しか しかろうじてとっつき
ルー トは確保できたので5月末から電源がダウンしてい
たS-16気象ロボ ットの電池交換 をするなど基地外の作
業も活発に行なわれた.
基地内では,ミ ッドウィンターを迎える準備が行なわ
れ6月20日～22日にかけ盛大に祝った。
昭和基地
観測報告
定常観測:各 観測項目とも順調に観測を続けている.
研究観測:'k物系では微小動物の分布調査,2種 のダ
ニ類の飼育観測等を行なった.その他の研究観測 も順調
に続けられている.
設営報告
機械:越 冬生活も軌道に乗り,野外観測も本格的とな
るのに伴い雪上車の利用が多くな り,雪.ヒ車の整備の合
間に運転の講習会を開 くなど安全教育も行なっている.
又,毎 月1回 消火訓練を行なっている.
航空:5月 は好天に恵まれたこともあり観測飛行 も順
調に行なわれ,ピ ラタス23時間50分,セスナ6時 間55分
の飛行を行った.
調理:生鮮品は保存処理を施し,良好な状態である.
又.野菜裁培 も行なわれ,貝割大根2.3kgその他みつ葉,
もやし,ク レソン等が出荷され食卓を賑わした,
あすか観測拠点
5月は全般にわたり穏やかな日々が続き観測 も順調に
経過している.21日には太陽が出なくなりオーロラ観測
も活発に行なわれている.生活面では,25日に南極大学
を開校し互いに知識を高めた.6月 は天気が悪 く2日に
はA級 ブリザー ドに見舞われ,施 設の設備や観測器材
に影響があったものの順調に経過 している.生活面では
8人による ミ・ノドウィンター祭を21～23日にかけ盛大に
行なった.
観測報告
各観測とも大きな トラブルもなく順調に観測を続けて
いる.
設営報告
5月屋外デポ地の整理,貯油槽への輸 血の人れ替え等
を行ない冬ごもりに入った.そ の他水耕栽培を行ない貝
割大根4.2kq,もやし3.3kg等収穫 し,食卓を賑わ した.
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カ ニ ク イ ア ザ ラ シ
　 　 　 (Lofodon　carcinophagus,　crabeater　seal>
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萄麓ξ.
南 極 大 陸 を と り囲 む パ ッ クア イ ス域 に分 布 す る 南極
で 最 もポ ピ ュ ラ ーな アザ ラ シで あ る.こ の 動 物 の最 初
の 報 告 は,1837～40年に実 施 され た デ ュモ ン ・デ ュル
ビ ルの 南極 調 査 航 海 に よ って な され た.こ の 軒1告に よ
る この 動 物 の 学 名 は,4こ種が オ キ ア ミを もっ ば ら捕 食
す る とい う 食性 に 由 来 して い る即 ち,　1,eboflonは歯が
葉状 に 拡 が って い る こ と も意 味 す るlobeに由 来 して い
る,こ の 動 物 の 歯 は 周 縁 部がiUl凸に 入 りこみ オ キ ア ミ
を慮 過 して 食 べ や す い よ う に な って い る.ま たcarcl・
mophagusはカ ニ を 含 む広 い 意 味 で の 甲 殻 類 を食 べ て
い る こ と を 意味 して い る言 葉 で あ る.し か し,英 名 は
何 故 か カ ニ を 食 べ る とい う意 味 のcrahenter　sealとな
って しま っ て い る.従 っ て単 に 英 訳 で あ る 和 名 も カニ
ク イ アザ ラ シに な って し まっ た,も と も とは 甲殻 類 の
〔オ キ ア ミ)を 捕 食す る アザ ラ シ とい う意味 で あ る.地
球.ヒ,最 も 多 い野 性 哺 乳 動 物 は 多 分 ネ ズ ミで あ ろ うと
考 え られ る.し か しあ る 程度 大 型 の 野性1哺乳 動 物(家
畜 以 外)で は 本 種 の 個 体 数が 最 大 で あ る.・ 般 に受 け
入 れ られ て い る 寸恩 数 は約1500万頭 で あ る.こ の 数 は,
現 在 オ キ ア ミを食 べ る クジ ラ が 減 った 分,餌 に恵 まれ
た結 果 と して な お 増 加 しつつ あ る.こ の ア ザ ラ シの 生
態 につ い て の.111`沖1は,個体 数 が 多 い割 に はJll常に少 な
い.本 種 の 出産 は9月 ～11月に パ ッ クア イ ス ヒで 行 な
わ れ,授 乳 期 間 は約5週 「{}1続く.性 成 熟 年 令 は2～3
才 雌 〕3～'til.「雄}で あ り,死 亡 年 令 呼 均 的1
15～20才で あ る.体 長 が 最 大 に達 す る の は12才頃.そ)
の 年 の体 長 は226cmであ る.普 通 こ の 動物 は 天気 の良 い
時1～2頭 で 氷 上にい る が,摂 餌 は 明 方 に行 な われ る.
群 は3頭 以lf.)くる こ と は希 れ で あ る,し か し,1000
頭以.・が楓 鞭 ・・て・・… 糊 ・はシ・{
チなどの捕f賭 に追われた土船 と考えられる.鯛 物}
は大 部 分 ナ ン キ ョク オキ ア ミで あ る が,希 に イ カ、 魚,
他 の 無 脊 椎 動 物 も含 まれ る,被 捕 食 者 は シ ャチ や ヒ ョ
ウ ア ザ ラ シが あ げ られ る.シ ャチ は この ア ザ ラ シ を ま
とめ て5-6頭 捕 食 して い た 例 が あ る,ヒ ュ ウア ザ ラ
シ は幼 獣 を 多 く捕 食 す る,こ の アザ ラ シのE皮 に特 徴
的 に 見 られ る傷 あ とは ヒ ョウア ザ ラ シの 歯 形 に よ く.・
致 して い る と 考.えられ て い る.
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